
学       

反転授業 Ｘ  

「教室でINPUT」→「自宅でOUTPUT」である従来の授業運営方法に対し、「自宅でINPUT」→「教室でOUTPUT」とする運営方法。 
（INPUTとOUTPUTの場所を反転） 
INPUTにかける時間を生徒の習熟度により自由にし、授業開始時の生徒間の達成レベルを合わせる。 
入試本番で問われるOUTPUTの力を教室で鍛えきることにより、圧倒的な合格実績につなげることが可能となる。 

反転授業とは ・・・・ 

本サービスの反転授業への活用法  

＜例：既習者(高校3年生・浪人生)に本サービスを使って反転授業する場合＞ 

ライブ授業 

ターゲット単元・ 
授業で習得すべき目標を確認 

ターゲット単元の 
基本事項を 
講義動画で予習 

演習問題を生徒自身が 
解き、解説動画をみて 
答え合わせ 

生徒が授業で扱う問題 
を解き、 
わからないところを 
ヒント動画で予習 

・授業で扱う単元について基本事項・例題を事前に生徒が理解して授業に臨むことができる 
・授業内容の定着度UP 
・授業スタート時には生徒の理解度が統一されている 

INPUT OUTPUT 

自宅学習 

習う 演習・発展 

反転授業 

従来の授業 

自宅学習 

OUTPUT INPUT 演習・発展 習う 

反転授業に本サービスを活用することで、授業効率・生徒の習熟度が大幅にUPすることが期待されます。            

各単元の基本を収録した 
講義動画コンテンツ 

(計393本収録) 

スペシャルコンテンツ:授業を担当する先生が収録する動画 
(スタート編)  授業で扱う項目・内容を明確に示した動画  
   (ヒント編)   授業で扱う問題のヒント動画  

演習問題(大問545問)と 
解説動画コンテンツ(844本) 

1.            のみを使用した場合   2.           に先生自身の収録動画を追加した場合                

・今すぐに反転授業を導入できる ・生徒が授業で扱う内容を事前にイメージすることができる 
・授業で扱う問題について、 
     ヒントをもとに生徒自ら答えを導き出す能力が身につく 

メリット 

 センター 
正答80% 
レベル 

自宅学習 

ライブ授業 

 センター 
正答80% 
レベル 

・演習による実践力の強化 
・個別の質問 
・発展演習 
・生徒同士の教え合いや 
 ディスカッションを通した 
 学習内容の定着 
・先生による記述チェック 
 


